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新
宮

山
彦

ぐ
る
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第
１
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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

４
月

２
日
( 土

) ～
３

日
( 日

) 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
( １

泊
２

日
）
、

梶
野

照
雄
( ２

日
日

帰
り

）
２

名
。
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先
週

、
青

木
さ

ん
が
「

荷
物

、
運

ぶ
で

」
と

言
っ

て
く

れ
た

の
で

、
6
0
㎝

以
下

の
パ

ー
ツ

を
宅

配
便

で
青

木
宅

宛
に

送
っ

た
。

３
日

の
山

行
の

際
に

組

み
立

て
を

行
う

つ
も

り
だ

っ
た

が
、

松
本

さ
ん

か
ら

延
期

の
連

絡
が

入
る

。

天
気

予
報

を
見

て
、

２
日

に
行

く
こ

と
に

し
た

。
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 西
吉

野
付

近
で

車
を

止
め

、
朝

ド
ラ

の
最

終
回

を
見

る
。

午
前

９
時

４
０

分
に

登
山

口
着

。
旭

口
で

は
良

い
お

天
気

だ
っ

た
が

、
林

道
を

登
る

に
つ

れ

て
ガ

ス
の

中
と

な
り

、
登

山
口

で
は

霧
雨

が
降

っ
て

い
る

。
ど

う
や

ら
標

高

の
高

い
部

分
は

雲
の

中
に

入
っ

て
い

る
よ

う
だ

。
 

準
備

を
し

て
出

発
す

る
。

尾
根

へ
出

る
と

強
い

東
か

ら
の

風
で

、
肩

に
か

け
た

1
9
5
㎝

の
材

木
が

あ
お

ら
れ

、
一

瞬
体

が
ふ

ら
つ

く
。
 

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
、

古
田

の
森

で
小

休
止

、
千

丈
平

で
か

く
し

水
を

確
認

に
行

く
。

１
０

日
前

に
は

ま
だ

雪
に

埋
も

れ
て

い
た

が
、

雪
解

け
が

進

み
勢

い
よ

く
水

が
出

て
い

た
。
 

深
仙

宿
ま

で
の

ト
ラ

バ
ー

ス
ル

ー
ト

に
は

、
新

し
い

笹
刈

の
跡

が
見

ら
れ

、

一
目

で
青

木
さ

ん
の

作
業

跡
だ

と
わ

か
る

。
 

１
２

時
を

少
し

過
ぎ

て
、

青
木

さ
ん

先
着

の
深

仙
宿

に
到

着
。
 

灌
頂

堂
に

あ
る

脚
立

を
出

し
て

小
屋

に
向

か
う

。
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 小
屋

に
着

く
の

と
同

時
に

、
順

峰
の

女
性

２
名

が
到

着
す

る
。
 

玉
置

山
、

行
仙

、
持

経
と

泊
ま

っ
て

、
今

日
は

楊
枝

宿
ま

で
だ

そ
う

だ
。
 

青
木

さ
ん

は
、

時
間

や
ル

ー
ト

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
。

２
人

は
立

っ
た

ま
ま

パ
ン

を
ち

ぎ
っ

て
食

べ
て

い
る

の
で

、
昼

食
に

持
っ

て
き

た
巻

き
寿

司

を
一

切
れ

ず
つ

食
べ

て
も

ら
う

。
 

帰
り

が
遅

く
な

る
こ

と
も

予
想

し
、

食
料

は
余

分
に

持
っ

て
来

て
い

た
の

で
、

も
う

少
し

食
べ

て
も

ら
っ

て
も

よ
か

っ
た

か
な

ー
と

思
っ

た
。
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 そ
の

後
、

も
う

一
名

が
到

着
。

昨
年

行
仙

宿
小

屋
に

泊
ま

っ
た

そ
う

で
、

青
木

さ
ん

も
思

い
出

し
た

よ
う

だ
っ

た
。
 

ハ
ン

マ
ー

と
タ

ガ
ネ

を
出

し
、

ド
ア

が
引

っ
か

か
っ

て
い

る
囲

炉
裏

の
縁

と
土

間
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
、

青
木

さ
ん

と
�
�

し
て
�

る
。
 

ド
ア

は
９

０
�

ま
で
�

く
よ

う
に

な
り

、
囲

炉
裏

が
�

か
ら

見
�

る
よ

う

に
な

っ
た

の
で

、
�

の
	

け
が



少
良

く
な

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
�
�

の



り

付
け
�

置
の
�
�

で
、

こ
れ

以
�

は
�

く
こ

と
が

出
来

な
い

。
 

青
木

さ
ん

は
１

３
時

前
に
�
�
�

ト
リ

マ
ー

を
持

っ
て

、
�

古
の
�
�
�

の
笹

刈
に

出
発

。
�

は
ア

ル
�

ア
ン
�

ル
の

組
み

立
て

を
�

め
る

。
前

回
は

パ
ー

ツ
の

順
�

を
間
�
�

て
し

ま
っ

た
た

め
、

今
回

は
�

て
の

パ
ー

ツ
に
�

�
を

付
け

た
。
 

組
み

立
て

は
順
 

に
進

み
、
!

か
ら

降
"

し
た
#

の
$
%

を
す

る
。
&

年

置
い

て
あ

っ
た

の
で

、
'

や
(

こ
り

で
)

っ
*

に
な

っ
て

い
た

。
+

ラ
ス
,

�
ク

の
-

ス
リ

で
.

っ
て

あ
る
/
�

は
0

ち
た

が
、
1

れ
た
2

で
3

る
と

、

2
が
*

く
な

る
。
4

回
、
5
6

す
る

こ
と

を
7
�

て
い

る
。
 

8
9

を
:

っ
て
;

コ
で

切
<

、
木

ネ
�

で
裏

か
ら
=
>

し
て
?
@
A
B

。
 

C
を
D
E

切
っ

て
高

さ
を
 
F

し
て
A

成
。
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 G
ら
H

っ
た
I
J

を
K

め
て

、
L
M

し
た
N
O
P

照
Q
R
J

を



り
付

け

る
。
S
T

に
３
U

、
東

西
に

１
U

ず
つ

、
V
U

を



り
付

け
た

。
 

W
X

に
な

ら
な

い
よ

う
、
高

い
�

置
に

付
け

た
の

で
、
照
Q
Y
Z

は
少

し
0

ち
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
 

 
 

 

-
E
F
G
H
I
�
�
�
�
J
K
6
L
M
�
N
O
�
�
�
�
�
�
P
A
H
I
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本
日

予
>

し
た

作
業

は
す

べ
て

終
B

。
時

間
も

想
>

し
て

い
た

３
時

間
以
[

に
終
�

る
こ

と
が

で
き

た
。

笹
刈

に
出

か
け

た
青

木
さ

ん
は

ま
だ
\

っ
て

こ

な
い

の
で

、
]

置
き

を
し

て
１
V

時
に

小
屋

を
後

に
す

る
。
 

霧
雨

は
ま

だ
止

ま
な

い
。
千

丈
平

を
過

ぎ
る

と
^
_

わ
ら

ず
の

強
い

風
で

、

`
を

さ
し

た
り
a

ん
だ

り
が
b

く
。

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
ま

で
休

ま
ず
c

き
、

１
d

時
１
V

分
に

登
山

口
に
\

っ
た

。
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今
回

で
?
@
I
e

は
終
B

。
同
f
�
9

で
@

を
?

や
す

と
、

小
屋
[

で
の
g

動
が

不
h
i

に
な

る
。

こ
れ

以
�

の
?
@

は
、

２
j
k
�

ド
に

す
る

し
か

な

い
と

思
わ

れ
る

が
、

木
材

の
l

送
は
m

く
て

か
さ
H

る
の

で
、

で
き

れ
H

や

り
た

く
な

い
。
 

前
回

、
材

木
( n
V
o
) を

荷
p
q

し
て

い
た

だ
い

た
山

口
、
r
s
t
u

と
 

今
回

も
ア

ン
�

ル
の
v
w
(4
.7
o
) を

運
ん

で
い

た
だ

い
た

青
木
u

に
x
y

z
し
�
q

ま
す

。
 

 4
月

2
日
{

土
）
 

0
9
|
4
0
�

尾
登

山
口

0
9
|
4
5
}
1
1
|
2
8
千

丈
平

1
1
|
3
8
}
1
2
|
0
7
深

仙

小
屋
~

昼
食
}

作
業

1
5
|
0
0
}
1
6
|
3
7

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
1
6
|
4
2

}
1
7
|
1
5
�

尾
登

山
口

。
 

( �
 

梶
野
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時
出

発
 

８
時

１
V

分
登

山
口

着
 

登
山

口
の

ト
イ
�

は
ま

だ
 

�
が

か
か

っ
て

い
る

。
 

８
時

３
０

分
ス

タ
ー

ト
、
１

１
時

３
０

分
小

屋
着

。
 

 
 

今
回

は
、

１
泊

分
の

荷
物

と
 
�

の
ア

ル
�

ア
ン
�

ル
�
�
�
�

ト
リ

マ
ー

�
予

備
バ
�
�

リ
ー

４
U

 
}
 
}
 
}

 
m

い
。
 

�
目

の
昼

食
。

梶
野

さ
ん

到
着

後
、

バ
リ
�

ン
と

バ
�
�

リ
ー

を
持

っ
て

出
発

。
�
�
�
~

仙
人
�
�
�

を
過

ぎ
、

下
っ

た
�

ま
で

笹
刈

し
、
�

り
�

し
小

屋
に

向
か

う
。

ず
～

～
～

っ
と

霧
雨

。
 

１
V

時
３

０
分

小
屋

着
。

す
で

に
梶

野
さ

ん
は

帰
�

に
、

小
屋

に
は

い
な

い
。

�
�
�

水
に

水
�

み
。
z

し
分

の
な

い
水
�

。
 

 
 

 
�

し
に
�

を
�

い
て

み
た

。
�

が
A
�

に
w
�

で
き

る
の

で
、
�
	

け
は

前
よ

り
�
j

に
い

い
が

、
�
�

と
し

て
�

く
�

が
~
~
~

。
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の



付
け

に
期
�

す
る

こ
と
v

で
す

。
 
 

あ
と

、
�

の
下

に
�
�

引
い

た
ら

ど
う

で
す

か
 
¡
>

す
る

と
思

い
ま

す
。
 

¢
食

後
、

２
０

時
£
¤

。
¥
w

か
ら

本
�
¦

な
雨

。
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６
時
§
@

。
強

雨
¨

 
前

日
に

作
業

を
し

て
©

解
で

し
た

。
朝

食
後

、
ª
$

し
て

８
時

出
発

。
登

山
口

１
０

時
１
V

分
着

。
 
 

 
«

に
も
¬

わ
ず

。
た

だ
１
�
­

車
あ

り
。
 

 
®
¯
°

に
１

１
時

３
０

分
着

。
あ

ま
り

に
も

時
間

が
�

い
の

で
、

以
前

か

ら
気

に
な

っ
て

い
た
®

新
±

の
跡
²

へ
。
 

２
時

間
ぐ

ら
い

か
け

て
c

い
た

り
車

で
g

動
し

た
り
³

 
。

な
ん

か
立
´

な

µ
¶

も
あ

っ
て

り
し

て
。
{
�

 
青

木
）
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